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１．はじめに  

本工事は，小田急小田原線が運行す

るシールドトンネルの上部に，将来緩

行線が運行するボックスカルバートを

開削工法により構築する工事である．

その中で，京王井の頭線と交差するエ

リアにおいては，小田急・京王の同時

施工を目的に，図 1 に示すように逆巻

き上床版を先行構築し，その上床版で

京王井の頭線の工事桁杭を受け替え，

その下の掘削～躯体構築を行った． 

この施工ステップでは，B1F の側壁

および柱を逆巻き状態で施工する（図 1

中の STEP5）こととなり，また京王井

の頭線の工事桁杭を支持したり，大型

クレーンが載荷されたりする躯体とな

るため，この側壁および柱の閉合は非常に重要なものとなった． 

 

２．高流動コンクリート打設におけるリスク対策 

上述のように，小田急・京王の同時施工の中でのコンクリート打設となることや躯体上部への大型クレーンの載

荷工程等を考え，側壁および柱は膨張材入りの高流動コンクリートによる打設を行うこととした．高流動コンクリ

ートを打設することによる大きなリスクとしては，①型枠の崩壊，②コンクリートの充填不足，の2点が考えられた．

これらのリスクに対しては，表1および図2に示すような対策を行った．特に，コンクリートの充填性に関して，圧

入配管を躯体の内部まで挿入し，配管の先端をテーパーカットすることで，コンクリートの突出を良くし，側壁の

奥側から充填されるように図2に示すような形状での打設を計画した． 

表1 考えられるリスクと対策 

対策

・高流動コンの液圧から計算されたセパピッチを倍ピッチで配置

・型枠底部との境界付近もセパを設置できるよう中床版打設時にアングルを設置

・事前に実機練りした高流動コンによるスランプフローロスを確認し打設時間に反映

・コ示に記載の高流動使用時の水平流動距離8mに対し、倍以上となる4.5mピッチで圧入口を設置

・エア抜きを1mピッチで設置

・充填センサーを設置

・一部透明型枠を設置

・打設配管は側壁の中まで挿入し、先端をテーパーカットして充填をより良くする

型枠の崩壊

コンクリート
充填不足

①

②

考えられるリスク
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図 1 京王交差部施工ステップ 
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図 2 高流動コンクリート打設計画図 

３．施工結果 

３-１．試験練り 

今回の打設では，打設配管長が 50m 程度と長いこともあり，実施工に先立ち，作成した配合計画に対し室内試験

練りおよび実機試験練りを行い，施工に適切なコンクリート配合を定めた．膨張率試験およびスランプフローロス

試験の結果を図 3 および表 2 に示すが，膨張率は，材齢 7 日で 150×10-6～250×10-6の範囲内，スランプフローは，

ミキサー車による撹拌をしながら，練り混ぜから 150 分経過でも規定値（700mm±50mm）に収まるような配合を

選定し施工を行うこととした． 

    

図 3 膨張率試験結果                             写真 1 打設状況 

３-２．打設結果 

打設状況および打設完了時の型枠脱型後の写真を写真 1 に示す．事前に実機試験練りによりスランプフローロス

を把握していたこともあり，配管の詰まり等もなく，トラブルなく打設を完了できた．また，逆巻き上床版に設置

していた水盛式沈下計の経時変化図を図 4 に示すが，打設直後の硬化に伴う膨張により，躯体を多少押し上げてい

る計測結果が見られ，確実な充填がされていることが確認された． 

   
図 4 上床版スラブの水盛式沈下計の設置位置と変形の経時変化図 

４．まとめ 

今回の施工にあたっては，確実な充填性が求められていたため，室内試験および実機試験を念入りに行い，その

結果をフィードバックさせてコンクリートの製造および打設を行った．その結果，5回に渡って高流動コンクリート

の打設を行ったが，全てで確実な充填が確認され，非常に良好に逆巻き部の躯体閉合が完了した． 
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表 2 スランプフローロス試験結果 

CON 打設 
約 0.5mm 

約 0.5mm 
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6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 
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